
さいたま市

埼玉版スーパー・シティプロジェクトエントリーシート

スマートシティさいたまモデルの推進

美園地区

概
要

美園地区をさいたま市が目指す理想都市の縮図とするために、ＡＩ、ＩｏＴ、データを利活用することで、
人と人とをつながりであるコミュニティをしっかりと形成するとともに、住民等が抱える様々な社会課
題を解決する生活支援サービスを提供することが可能なエコシステムを構築することで、定住・交
流・関係人口の増加、市民生活の質の向上、地域経済の活性化、脱炭素化の促進を進める。

課
題

・さいたま市の人口の将来的な減少 ・地域コミュニティの形成
・「超高齢社会」への突入と「生産年齢人口」の減少による経済規模の縮小への危惧
・持続可能な成長・発展できるまちづくりの推進

コンセプト（目的） 目標時期 検討したい取組（施策）
民間企業等の

協力を得たい分野・内容

コ
ン
パ
ク
ト

さいたま市が理想とす
る都市の縮図であるス
マートシティのモデル
の構築

中期
（５年）

・アーバンデザインセンターみそのを拠点と
したエリアマネジメントを地域コミュニティを
形成しながら推進
・スマートホーム・コミュニティにおけるコモン
スペースの創出とコミュニティの形成

モビリティ、健康、エネル
ギー、コミュニティ、デー
タの5分野の知見

ス
マ
ー
ト

ＡＩやＩｏＴ、データを利活
用した社会課題の解決

中期
（５年）

・都市OS（共通プラットフォームさいたま版）
を活用した、交通やヘルスケアなどの生活
支援サービスの提供（別添資料参照）
・スマートフォンを活用したコミュニティの形
成

都市OSの推進支援、及
びサポート支援

レ
ジ
リ
エ
ン
ト

スマートホーム・コミュ
ニティの整備

進行中
高気密高断熱、太陽光発電及び蓄電池等
を活用した脱炭素化並びにコモンスペース
を有し、電線地中化を実現した街区の整備

事業参画



別添資料１



別添資料２



別添資料３



美園地区
（アーバンデザインセンターみその）

将来都市構造図
さいたま市都市計画マスタープラン

「埼玉スタジアム２○○２」などの地
域資源を生かしながら、“スポーツ、
健康、環境・エネルギーを軸に先端
的なライフスタイルを創造する副都
心地区”の形成を目指す。

美園地区

https://www.sci-japan.or.jp/vc-files/member/secure/speakers/20210305mini.pdf



浦和美園駅周辺（航空写真：2020年６月）

スマートホーム・コミュニティ

https://www.city.saitama.jp/001/010/015/010/003/p045624.html

https://www.city.saitama.jp/001/009/004/002/002/p078757.html

＜美園地区の特徴＞
〇2001年に土地区画整理事業が認可され市街地形成が
開始した“新しいまち”
〇市内でも高い人口増加率
〇特に子育て世帯の流入が顕著（約７９％が子育て世帯）

美園地区を目指す理想都市の縮図へ



みその都市デザイン方針：美園地区が目指すべき都市デザインの方向性
（H29.4、みその都市デザイン協議会）

基本理念


